
 

回答者数　43名（地域情報センター　26名、雄踏文化センター　7名、なゆた・浜北　10名）

浜松城公園長期整備構想にかかる意見交換会で実施した意見記入用紙の集計結果

回答者の属性

　「浜松城公園の長期的整備に向けた考え方」についての設問

　設問　２　賑わいと交流ゾーンについて
　賑わいと交流ゾーンは、公園のエントランス機能と来園者の賑わいと交流の場を形成するゾーンとして考えていま
す。賑わいと交流ゾーンに最も必要と思われるものを選んで下さい。（複数回答可）

　設問の自由意見（抜粋）

・各ゾーンがつながりをもち、響きあう
機能が必要。
・市民活動や弱者のゾーニング作り、
居場所つくりに関して盛り込まれてい
ないのは、残念。
・新たな植栽。
・静かな公園が必要。

　設問　１　エリア構成（ゾーニング）について
　長期的整備に向けた考え方では、対象地域の地形、歴史的な空間の役割、現状の土地利用、今後期待される役
割等を考慮し４つのゾーンに区分しました。これからの浜松城公園を考える上で最も必要と思われるものを選んで下
さい。（複数回答可）

　設問の自由意見（抜粋）

・市民活用と観光の2つの側面が必
要。
・観光も大事だが、市民が親しんで
使える場所に。
・色々な目的に活用できるオープン
スペースが重要。
・どこからでもお城が見える事が大
切。
・浜松城に特化したエリア整備をして
いくべき。
・災害時に自然エネルギーを活用で
きるようにすべき。

天竜
区
2%

市外
0%

浜北
区
16%

北区
2%

南区
5%
西区
26%

中区
37%

東区
12%

居住地（割合）

女
21%

男
79%

性別（割合）

70代
以上
5%

60代
21%

50代
26%

40代
21%

30代
17%

10代
0% 20代

10%

年齢（割合）

１　エリア構成について（件数）　複数回答あり
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①既存の公園施設･環境を最大限に活かした公園づくり

②浜松城跡の歴史を活かした公園づくり

③誰もが気軽に利用できるレクリエーションの場としての公園づくり

⑤その他

④災害時等の緊急時にも対応できる安全･安心な公園づくり

２　賑わいと交流ゾーンについて（件数）　複数回答あり

19

10

12

8

4

0 5 10 15 20

件数

①多様な交流が繰り広げられる新たな賑わいの場

②公園のインフォメーション機能

③既存の文化施設やイベントと連動した新たな文化･芸術の場

⑤その他

④災害時等の緊急時に必要な機能



 

　設問　３　浜松城を中心とした歴史ゾーンについて
　長期的整備に向けた考え方では、浜松城の史跡としての価値をＰＲし、次世代へ継承し、訪れる人々がその価値
を学び理解できるゾーンとして考えています。浜松城を中心とした歴史ゾーンに最も必要と思われるものを選んで下
さい。（複数回答可）

　設問の自由意見（抜粋）

・堀の復活。
・城が見えるよう桜以外の木はなくし
てはどうか。
・案内員の配置。
・インフォメーション機能、GPSと組み
合わせ携帯電話を案内板代わりに。
・樹の伐採は最小限に。

　設問　４　移ろう四季の体感ゾーンについて
　長期的整備に向けた考え方では、起伏に富んだ地形と豊かな植生を活かした、うるおいの場としての快適なみどり
空間を形成するゾーンとして考えています。移ろう四季の体感ゾーンに最も必要と思われるものを選んで下さい。
（複数回答可）

　設問の自由意見（抜粋）

・バリアフリーのゾーニングが必要。
・浜松地域特有の植物を植栽すべ
き。
・歴史ゾーンとの連携。

　設問　５　レクリエーション活動ゾーンについて
　長期的整備に向けた考え方では、開放的な空間を活かした、誰もが気軽に利用でき、レクリエーション活動の拠点
として展開できるゾーンとして考えています。レクリエーション活動ゾーンに最も必要と思われるものを選んで下さい。
（複数回答可）

　設問の自由意見（抜粋）

・静かで落ち着いた公園が必要。
・賑わいと交流のゾーンの一部を加え
てこのゾーンを広く取る。

３浜松城を中心とした歴史ｿﾞｰﾝについて(件数)複数回答あり
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①遺構の価値を来訪者に伝えるための設備整備（案内解説、位置表示）

②浜松城（浜松）の歴史を知らせる機能を持った建物の整備

③文化財発掘調査に基づく城郭施設の復原整備

⑤その他

④浜松城の景観（石垣、天守閣）への眺望を妨げない植栽等の管理

４　移ろう四季の体感ゾーンについて（件数）　複数回答あり
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①起伏に富んだ地形と豊かな緑地づくり

②日本庭園、石舞台、作左の森、展望広場などの既存施設を生かした公園づくり

③公園北側エリアと南側エリアの動線を確保するための園路整備

⑤その他

④適正な樹木管理による明るさのある樹林の形成

５　レクリエーション活動ゾーンについて（件数）複数回答あり
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①既存の中央芝生広場、せせらぎ池等を活かした空間整備

②適正な樹木管理による視認性の確保

③公園北側エリアへの歩行者動線の確保や園路整備

⑤その他

④災害時等の緊急時に必要な機能整備



 

　設問　６　市民と公園の関わり方・参画について
　長期的整備に向けた考え方では、様々な市民とのかかわりの中で着実に地域に根付く公園の形成を考えていま
す。そのために必要と思われるものを選んで下さい。（複数回答可）

　設問の自由意見（抜粋）

・市民が主体となって進める体制。
・市民・NPOが構想計画を行う。
・民間の力を利用していくべき。

　設問　７　浜松城公園に対する具体的な要望について（抜粋）

・基本的に車で来園しない公園とし、便利で快適な公共交通を整備し、駅からは歩いていて楽しい街並みをつくる。
・中心市街地の中央ゾーンは公共交通無料にする。
・軽食をとれるお店を。
・北側と南側を陸橋で結び一体感のある公園を望む。
・新美術館は既存の旧美術館の近くで良い。
・市役所庁舎は移転する。
・全体として光を入れて明るい公園にしてもらいたい。
・売店設置（休憩所）や子供遊具の増設をしてもらいたい。
・回りを走れるコースにし、ランナーのメッカを目指してほしい。
・駐車がしやすい公園が良い。（浜松は車社会である）
・浜松駅から浜松城公園まで緑道を設ける。
・展望広場などもう少し整備されていても良いのではないか。
・都心部において貴重な緑だと思う。また都心のグランドデザインを策定し、大きなエリアでの公園の位置づけを明確
にすべき。
・浜松城の歴史を中心とした公園作り。
・ゾーン内の話しではなく、100年を見てゆるがない基本的なあり方を市民とともに決めてはどうか。
・市民文化創造とは何か、もっとじっくり意見を聞く場をあせらず持って欲しい。
・まちづくりの中できちんと戦略的にプランをつくるべき。
・公園の基本コンセプトをしっかり決めてから事業推進して欲しい。
・浜松城の魅力を上げることが一番。
・公園だけでなく、中心市街地と連携して盛り上がるような施策や活用、運営方法などがあると良い。
・費用対効果ソフト面、ハード面の事前検証を繰り返し実施しながら検討して欲しい。
・これから具体化するステップにおいて、市民を含めた「プロジェクトチーム」を作って進めて欲しい。
・市民不在で物事を進めないで欲しい。

６市民と公園の関わり方・参画について（件数）複数回答あり
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①公園の構想･計画･設計に市民参画の機会を設ける

②市民やNPOが公園の管理運営に関わる仕組みとする

③現状のままで良い

④その他


